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研究成果の概要（和文）：悪性中皮腫の治療抵抗性には、悪性中皮腫に特化したがん幹細胞（中皮腫幹細胞）が
関与している可能性がある。中皮腫細胞株にiPS細胞誘導で使用される初期化因子を導入し、コロニーを形成し
た細胞を解析すると、スフェロイド形成能が亢進するとともに、細胞増殖能の低下および抗がん剤抵抗性の亢進
が認められた。また、初期化因子を導入した細胞では、悪性胸膜中皮腫の再発症例の解析から中皮腫幹細胞関連
分子の候補として見出された細胞接着分子の発現が亢進していた。これらの導入細胞ががん幹細胞としての特性
を示したことより、中皮腫幹細胞を標的とする新しい診断や治療の開発への応用が期待される。

研究成果の概要（英文）：It is thought that cancer stem cells in malignant mesothelioma, mesothelioma
 stem cells, are involved in the resistance to treatment of malignant mesothelioma. When 
reprogramming factors for induced pluripotent stem cells were introduced into mesothelioma cell 
lines, colony forming cells appeared. The colony forming cells showed increase of spheroid 
formation, reduction of proliferation, and increase of resistance to an anticancer drug. In 
addition, in the colony forming cells, a cell adhesion molecule, which was found as a candidate for 
mesothelioma stem cell related factor by analyses of tumor specimens from recurrent malignant 
pleural mesothelioma, was more strongly expressed. Since these cells introduced with reprogramming 
factors showed characteristics as cancer stem cells, they may be useful to develop new diagnosis and
 therapy targeting mesothelioma stem cells.

研究分野：人体病理学

キーワード： 悪性中皮腫
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１．研究開始当初の背景 
悪性中皮腫はアスベスト曝露に起因して
発生する難治性腫瘍である。日本では、過去
に大量のアスベストを使用した影響から、悪
性中皮腫の発症が増加していることに加え
て、阪神・淡路大震災や東日本大震災におけ
る建物の倒壊に関連するアスベスト曝露と
いう新たな問題が発生したことにより、患者
数のさらなる増加が見込まれている。悪性中
皮腫に対しては、外科手術、化学療法、放射
線療法を組み合わせた集学的治療が行われ
ているが、その治療効果は十分ではなく、中
皮腫の治療抵抗性を克服する新たな治療法
の開発が求められる。 
一方、がん幹細胞は、無限の自己複製能と
抗がん剤に対する抵抗性を持つことが知ら
れており、抗がん剤治療により大半のがん細
胞が死滅しても、抗がん剤に抵抗性を示すが
ん幹細胞が残存すると、がん細胞に移行して
再発や転移を引き起こすと考えられている
（Nat Rev Cancer. 8:755-768, 2008）。悪性
中皮腫の高い治療抵抗性にも、がん幹細胞の
関与が考えられ、中皮腫細胞株では、CD9、
CD24、CD26 などのがん幹細胞マーカーの発現
が報告されている（Biochem Biophys Res 
Commun. 404:735-742, 2011）。しかし、悪性
中皮腫のがん幹細胞（中皮腫幹細胞）の特性
や、それらを標的とした治療法に関する研究
はほとんど進められてない。 

 
２．研究の目的 
本研究は、悪性中皮腫の高い治療抵抗性に
関与すると考えられる中皮腫幹細胞に着目
し、iPS 細胞誘導因子（初期化因子）を悪性
中皮腫細胞株に導入することによって人工
中皮腫幹細胞の樹立を試み、その生物学的特
性を解析することによって、中皮腫幹細胞を
標的とした治療法の開発につなげることを
目的とする。 
 
３．研究の方法 
 
（1）人工中皮腫幹細胞の作製 
免疫不全マウスに造腫瘍能を示す中皮腫細
胞株を初期化因子導入のレシピエント細胞
として選別し、マウスレトロウイルスベクタ
ーを用いた遺伝子導入に必要なウイルス受
容体を発現させた。このうち、MSTO-211H は
二相型中皮腫に由来することから、上皮型成
分あるいは肉腫型成分を反映すると考えら
れる細胞をクローニングした。得られた細胞
（クローン）の中から、リアルタイム RT-PCR
法を用いて幹細胞関連分子の発現を調べて
遺伝子を導入する親株を決定し、iPS 細胞誘
導因子（OCT3/4, SOX2, KLF4）を導入した。
iPS 細胞樹立の手法に従って培養し、幹細胞
様コロニーを形成した細胞を人工中皮腫幹
細胞の候補とした。 
 

（2）中皮腫幹細胞関連分子の探索 
新たな中皮腫幹細胞関連分子の同定を目的
として、悪性胸膜中皮腫の臨床検体を用いて、
化学療法後に残存する抗がん剤抵抗性の腫
瘍細胞で強く発現する分子を探索した。見出
した分子について、（1）で作製した親株およ
び人工中皮腫幹細胞の候補となるクローン
における発現を調べ、幹細胞マーカーとして
の有用性について検討した。 
 
（3）人工中皮腫幹細胞の特性解析 
親株と人工中皮腫幹細胞の候補となるクロ
ーンを用いて、それぞれにおける幹細胞関連
分子の発現をリアルタイム RT-PCR 法を用い
て比較した。（2）で得られた中皮腫幹細胞関
連分子の発現についても同様に解析すると
ともに、フローサイトメトリーを用いてタン
パク質レベルでの発現を比較した。各クロー
ンの細胞増殖能を調べて親株と比較し、また、
スフェロイド形成能を調べて、足場非依存性
の細胞増殖能を比較した。さらに、悪性中皮
腫の化学療法に用いられているシスプラチ
ンに対する感受性を調べることによって、抗
がん剤抵抗性を比較した。 
 
４．研究成果 
（1）人工中皮腫幹細胞の作製 
免疫不全マウスにおいて造腫瘍能を示す
MSTO-211H を、iPS 細胞誘導因子を導入する
中皮腫細胞株の候補としたが、MSTO-211H は
二相型中皮腫に由来することから、上皮型成
分あるいは肉腫型成分を反映すると考えら
れる細胞をクローニングした。得られたクロ
ーンのうち、E-Cadherin の発現が高い上皮様
クローンでは、がん幹細胞マーカーCD44 や分
化多能性マーカーNANOG の発現が高いのに対
して、N-Cadherin の発現が高い肉腫様クロー
ンでは、これらの幹細胞関連分子の発現が低
かった。幹細胞関連分子の発現が低い肉腫様
クローン（MSTO-211H-S1）を親株として、iPS
細胞誘導因子（OCT3/4、SOX2、KLF4）を導入
し、iPS 細胞樹立の手法に従って中皮腫細胞
の初期化を試みた。コロニーを形成した細胞
を解析すると、iPS 細胞誘導因子に加えて、
幹細胞関連分子が親株 MSTO-211H-S1 と比較
して数十倍の高い発現を示すクローンが存
在し、これらのうち、安定して継代培養が可
能な 5クローンが得られた。 
 
（2）中皮腫幹細胞関連分子の探索 
新たな中皮腫幹細胞関連分子の同定を目的
として、悪性胸膜中皮腫の臨床検体を用いて、
化学療法後に残存する抗がん剤抵抗性の腫
瘍細胞で強く発現する分子を探索した。その
結果、悪性中皮腫の局所再発症例では、細胞
接着分子(X)の強い発現が観察されることを
見出した（図 1）。 
 
 



 

 
図 1．悪性胸膜中皮腫の局所再発症例（2例）
における細胞接着分子(X)の発現． 
 
 
MSTO-211H のセルブロックを用いて、細胞接
着分子(X)の発現を免疫染色で調べると、一
部の細胞が陽性を示したため、フローサイト
メトリーを用いたソーティングによって(X)
陽性群と(X)陰性群を分取し、それぞれの細
胞群におけるiPS細胞誘導因子の発現をリア
ルタイムPCR法で調べた。OCT3/4, SOX2, KLF4
は、(X)陽性群において(X)陰性群よりも強く
発現していた。また、（1）で iPS 細胞誘導因
子を導入する親株の候補としてクローニン
グした上皮様クローンと肉腫様クローンに
おける細胞接着分子(X)の発現を調べると、
幹細胞関連分子（CD44、NANOG）と同様に、
上皮様クローンでは発現が高く、肉腫様クロ
ーンでは発現が低かった。以上より、治療後
の局所再発に寄与する抗がん剤抵抗性の腫
瘍細胞で強く発現し、中皮腫細胞株において
既知のマーカー分子と同様の発現パターン
を示す細胞接着分子(X)は、新たな中皮腫幹
細胞関連分子である可能性が示唆された。 
 
（3）人工中皮腫幹細胞の特性解析 
幹細胞関連分子（CD44、NANOG）の発現が高
く、安定して継代培養が可能な 5クローンが
得られたため、これらを人工中皮腫幹細胞の
候補として、がん幹細胞の特性について解析
した。足場非依存性の細胞増殖能を反映する
スフェロイド形成能は、全 5クローンにおい
て亢進しており、クローン間での差は認めら
れなかった。一方、5 クローン中 3 クローン
では、細胞増殖能が低下し、シスプラチンに
対する抵抗性の亢進が認められた。臨床検体
を用いた解析から、治療抵抗性との関連を見
出した細胞接着分子(X)の発現を調べると、
親株では mRNA およびタンパク質レベルでの
発現が認められないのに対して、これらの 3
クローンでは約10倍に発現が上昇していた。
in vitroにおけるがん幹細胞の特性を有する
これらの 3クローンは、悪性中皮腫の新規治
療法を開発する上で、人工中皮腫幹細胞とし
て重要なツールになると期待される。現在、
免疫不全マウスにおける造腫瘍能について
調べ、これらの細胞の in vivo における生物
学的特性について検討している。 
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